
第6巻第1号
　　　第2表　各シリーズの測定数値
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　（d）応力歪関係．各γリーズの応力歪関係の測定結　　　　　　　　第8図　圧縮方向と強度との関係

果を第6図および第2表に示す。たりを生じてからはダ　　　なつており30箇程度の試験では不充分なことがわか

イヤルゲージによるもので前述の通りその信頼度は相当　　　る。角Qと弾性常数との関係を図示したものが第8図

低くなつている。（イ）シリーズ34箇についてその測　　　である。

定値のバラつきを図示したものが第7図であるが，（二）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．　むすび
ゃ（ホ）のシリーズではこれよりも幾分パラつきが多く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　以上簡単な測定例を示したに過ぎないが
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　第7図　頻度曲線〔（イ）シリPtズ34箇〕

であつたが，これは材料や工作法を改良す

ることによつて解決できるものと思われ

る。　　　　　　　　　（1953．11．20）

生産研究　九月号（1953年）

　　　　　　　　　　田

”乱流促進法につい’C　”一部訂正

宮

　上記解説記事中誤のあることを阪大中村彰一助教授

より指摘されたので調査したところ，看f算間違を発見

したので訂正すると共に，中村氏に潔く御礼を申上げ

る。

”第5節Trip　Wireの固有抵抗”中（6）式のUm2

の計算式はPohlhausenの速度分布を用いると正し

くはle／δ（δ：境界層の厚）の函数ノ（々／δ）を用いて
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となる。k／δの必要な範囲でごく大略
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とあらわしてもよい。　（1）を使うと前文（7）式は
　　rT・・nT－4一警∫　…………1・∵……（3）

或は（2）を使うと大略

　　　真

rT”T≒b・・42÷㈲号（　　　LRL　　　XO）X……（4）

　Xo－0．05・Lとすると

　　rT・v≒…5・」寄（た乙）9R・9

　正しい値は前文の値に比し大約2倍になる。

rTm／rfの許容限界はrfとして
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を使用し近似的に（8）式の代りに

（2）藏（荒）9…………・一…・…（5）

これよb　K’≡x一・…5とすると限界の躯あ

たえる線は第6図において（R・覗、差翻・鞘と

　　　　　　た　　　　　　　　　　’（RL＝　107，

　　　　　　L
　　　　　＿≒1．57×10－4）を結ぶ直線となりK±20

とするとRL≦3．　106でrT”Tがrfの0・　5％をこえる一

こととなる。

　なお第2，4図も若干変るカ㍉．全体の形勢には影響ぼ
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